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【問題と⽬的】 
 私たちの⽣活や学校場⾯では「頑張る」ことがよいとされ，⼼理学での先⾏研究では「や
る気」や「モチベーション」の問題として，動機づけを⾼めるための研究が盛んである。そ
ういった中で，⼤川（2006）は，「頑張り」＝「努⼒主義」という位置づけが，ゆるやかに
下降していることを指摘し，「頑張らない」価値観が出てきたことを⽰した。私たちの⽇常
⽣活を振り返ってみても，私たちは「頑張る」こともあれば「頑張らない」こともあるよう
である。では，私たちはどのようにしてこの「頑張る/頑張らない」の選択を⾏っているの
だろうか。「頑張る/頑張らない」ことをめぐって，動機づけを⾼めるための研究では，⾃律
性の程度が⾼くなれば⾼い動機づけにつながるという研究や⾃⼰決定の程度が頑張ること
（動機づけ）において重要であると考えられている。しかし，本研究では，頑張り⽅を考え
る上では，⾃⼰決定的か否かということのほかに，「他者の存在」に注⽬するべきであると
考える。そこで，本研究では，頑張り⽅が場⾯によって異なるのかを明らかにして，課題に
向き合っている中で意識している他者（頑張り⽅に影響を与える他者）はどのような他者な
のかを検討をしていく。それぞれの課題場⾯での頑張り⽅の選択は，課題に向き合っている
ときの他者への意識が影響を与えるのかについても検討していく。なお，課題に向き合って
いるときに意識する他者についての尺度がないため，課題に向き合っているときに意識す
る他者はどんな他者なのかを明らかにする。さらに，「レジリエンス」「⼈並み志向」「セル
フ・ハンディキャッピング」という３つのパーソナリティ要因や，適応感との関連について
も検討する。 
【論⽂の構成】 
第１章 問題と⽬的  第１節 問題の背景／第２節 先⾏研究／第３節 本研究の⽬的 
第２章 調査の⽅法  第１節 調査の概要／第２節 質問紙の構成 
第３章 結果  第１節 各場⾯での頑張り⽅の選択／第２節 課題に向き合っていると

きに意識する他者に関する尺度の作成／第３節 頑張り⽅と課題の性質との関連／第
４節 課題場⾯と他者意識との関連／第５節 頑張り⽅と他者意識との関連／第６節 
パーソナリティ要因との関連 

第４章 考察  第１節 それぞれの課題でどのような頑張り⽅が選ばれていたか／第２
節 課題に向き合っているときに意識する他者尺度の作成／第３節 頑張り⽅と課題
の性質との関連／第４節 課題場⾯と他者意識との関連／第５節 頑張り⽅とパーソ
ナリティ要因との関連／第６節 頑張り⽅と適応感との関連 

第５章 結論と今後の課題  第１節 結論／第２節 今後の課題 
引⽤⽂献，付録（本研究で⽤いた質問項⽬⼀覧） 



【⽅法】 
 筆者が作成した Web 調査への回答に協⼒してくれた学⽣ 131 名（男性 31 名，⼥性 100
名，その他 1 名）を分析対象とした。質問紙は，フェイスシート（性別，年齢）に続けて，
以下の質問を尋ねた。① 課題の性質（５項⽬）②課題を頑張るときの気持ち（「⼈並みより
上でありたいと思って頑張る」「せめて⼈並みでありたいと思って頑張る」「あまり頑張らな
いけれど⼈並み程度ではありたいと思う」「別に頑張らなくていいし⼈並みかどうかも気に
しない」）③課題の取り組むエネルギー量（２項⽬：費やす時間・お⾦）④課題に向き合う
ときどのような他者を意識するか（52 項⽬）⑤回答者のパーソナリティ（レジリエンス，
⼈並み志向，セルフ・ハンディキャッピング）⑥回答者の適応感（ストレス，満⾜感，⾃⼰
肯定感）。①〜④は，３つの課題場⾯（勉強 132 名，課外活動 79 名，アルバイト 62 名）に
ついて繰り返し尋ねた。 
【結果とまとめ】 

課題を頑張ろうとしている⼈が多いということがわかった。場⾯によらず，⼈並みより上
であるために，あるいは，⼈並み程度であるために，頑張ろうという⼈が多いという傾向に
あった。課題に向き合っているときに意識する他者に関する項⽬は，刺激になる他者「頑張
っている⼈」「ライバル」「情報を与えてくれる⼈」の３因⼦，⽀援になる他者「助けてくれ
る⼈」「応援してくれる⼈」の２因⼦が⾒出された。課題による他者意識の違いについては，
アルバイト場⾯に⽐べて課外活動場⾯で「頑張っている⼈」を，アルバイト場⾯に⽐べて勉
強や課外活動場⾯で「ライバル」を，勉強場⾯に⽐べて課外活動場⾯で「助けてくれる⼈」
をより意識していることが明らかになった。頑張り⽅による他者意識の違いについては，勉
強場⾯では，⼈より上か⼈並みかを問わず頑張っている⼈の⽅が「ライバル」を，課外活動
場⾯では，⼈より上か⼈並みかを問わず頑張っている⼈の⽅が「ライバル」や「助けてくれ
る⼈」や「応援してくれる⼈」を，アルバイト場⾯では，⼈より上か⼈並みかを問わず頑張
っている⼈の⽅が「頑張っている⼈」や「助けてくれる⼈」や「応援してくれる⼈」を，頑
張らないという⼈よりもそれぞれより意識していることが分かった。頑張り⽅の選択とパ
ーソナリティ要因との検討については，⼈並みかどうかを基準に頑張る⼈は⼈並み志向が
強く，他は頑張らないけどある課題だけ頑張るという頑張り⽅の⼈は⼈並み志向が弱いと
いうことが明らかになった。  頑張り⽅の選択と適応との関連については，課外活動やアル
バイト場⾯で，⼈並みより上でありたいと思って頑張る⼈の⽅が，⾃⼰肯定感が⾼いという
ことも明らかになった。 
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